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築
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よ
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築
指
導
事
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築
指
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三
課
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○
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
に
よ
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指
定
自
立
支
援
医
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機
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の
変
更

…
…（
福
祉
保
健
局
障
害
者
施
策
推
進
部
精
神
保
健
医
療
課
）…
�

○
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
に
よ
る
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
辞
退
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よ
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築
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局
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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
二
号

東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

東
京
都
条
例
第
百
八
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定

す
る
。令

和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

図
書
類

指
定
番
号

種
類

名
称
、
号
刊
、
共
通
雑
誌

コ
ー
ド
及
び
発
行
業
者

指
定
理
由

四
三
二
一

雑
誌

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

ｕ
ｎ
ｏ
！

ク
ソ
ア
ン
チ
♥
ラ
ブ
デ
ス

ト
ロ
イ

五
七
六
五
四－

五
二

株
式
会
社
竹
書
房

著
し
く
性
的
感

情
を
刺
激
し
、

青
少
年
の
健
全

な
成
長
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

四
三
二
二

書
籍

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
＋
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ

ｓミ
ケ
プ
ラ
ス
コ
ミ
ッ
ク
ス

こ
ん
な
こ
と
す
る
と
は
聞

い
て
な
い
！

道
玄
坂
書
房

同
右

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
用
途
地
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
用

途
地
域

第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域

削
除
す
る
部
分

江
戸
川
区
上
篠
崎
一
丁
目
地
内

第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

追
加
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
五
丁
目
及
び
江
戸
川

区
上
篠
崎
一
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
五
丁
目
、
江
戸
川
区

上
篠
崎
一
丁
目
、
上
篠
崎
二
丁
目
及
び

篠
崎
町
一
丁
目
各
地
内

変
更
す
る
部
分

江
戸
川
区
上
篠
崎
一
丁
目
及
び
上
篠
崎

三
丁
目
各
地
内

第
二
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域

追
加
す
る
部
分

江
戸
川
区
上
篠
崎
一
丁
目
、
上
篠
崎
二

丁
目
及
び
篠
崎
町
一
丁
目
各
地
内

第
一
種
住
居
地

域

追
加
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
五
丁
目
地
内

削
除
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
四
丁
目
、
南
烏
山
五

丁
目
及
び
南
烏
山
六
丁
目
各
地
内

変
更
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
四
丁
目
及
び
南
烏
山
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五
丁
目
各
地
内

近
隣
商
業
地
域

追
加
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
四
丁
目
及
び
南
烏
山

六
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
五
丁
目
地
内

商
業
地
域

追
加
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
五
丁
目
及
び
荒
川
区

西
日
暮
里
五
丁
目
各
地
内

削
除
す
る
部
分

世
田
谷
区
南
烏
山
四
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
、
世
田
谷
区

南
烏
山
五
丁
目
及
び
荒
川
区
西
日
暮
里

五
丁
目
各
地
内

準
工
業
地
域

削
除
す
る
部
分

荒
川
区
西
日
暮
里
五
丁
目
地
内

変
更
す
る
部
分

荒
川
区
西
日
暮
里
五
丁
目
地
内

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）
並
び
に
千
代
田
区
役
所
、
世

田
谷
区
役
所
、
荒
川
区
役
所
及
び
江
戸
川

区
役
所

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
十
五
年
東
京
都
告
示
第
百
四
十
四
号
東
京

都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

葛
飾
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
二
百
七
十
四
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
五
年
二
月
十
四
日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

平
成
十
五
年
東
京
都
告
示
第
百
四
十
四

号
の
事
業
地
の
う
ち
、
葛
飾
区
立
石
七

丁
目
地
内
を
削
る
。

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
五
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
四
十
五

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
玄
坂
一
丁
目
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
の
解
散
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
六
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
七
条
の

十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
大
手
町
二
丁
目
常
盤
橋
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
の
規
準
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の

で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
の
十
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
氏
名
又
は
名
称

三
菱
地
所
株
式
会
社

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
令
和
十
年
九
月
三
十
日
ま

で
三

施
行
地
区

千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
及
び
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
各
地
内

四

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
名
称

大
手
町
二
丁
目
常
盤
橋
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号
大
手
町
パ
ー
ク
ビ
ル

六

施
行
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
九
日

七

規
準
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
六
月
十
八
日

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
指
定
を
次

の
と
お
り
変
更
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉
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変
更
に
係
る
道

路
の
種
類

変
更
年
月
日

変
更
に
係
る
道

路
の
位
置

変
更
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
二
項
の
規
定

に
よ
る
道
路

令
和
三
年
六

月
一
日

西
多
摩
郡
瑞
穂

町
大
字
富
士
山

栗
原
新
田
字
前

原
百
十
九
番
一

の
一
部
、
同
番

一
地
先
、
同
番

五
の
一
部
、
同

番
十
八
、
百
六

十
一
番
一
の
一

部
、
同
番
九
、

同
番
十
並
び
に

大
字
二
本
木
字

西
樽
ノ
口
四
百

十
九
番
四
及
び

四
百
二
十
番
一

の
各
一
部
、
同

番
三
並
び
に
同

番
四

延
長九

三
・
九
七

幅
員

四
・
〇
〇

同
右

令
和
三
年
六

月
三
日

あ
き
る
野
市
引

田
字
阿
岐
野
一

番
一
か
ら
同
番

三
ま
で
の
各
一

部
、
同
番
四
並

延
長

四
九
九
・
七
七

幅
員

一
・
八
二

〜
二
・
七
三

び
に
二
番
三
、

三
番
二
、
五
番
、

八
番
、
九
番
及

び
十
番
一
の
各

一
部
、
同
番
二

並
び
に
同
番
三
、

同
番
四
、
十
七

番
一
、
同
番
二
、

同
番
四
、
同
番

八
、
同
番
九
、

十
八
番
一
か
ら

同
番
三
ま
で
、

十
九
番
一
、
同

番
二
、
同
番
四
、

二
十
番
一
、
二

十
一
番
三
、
三

十
六
番
三
、
引

田
字
櫻
ノ
岡
二

百
五
十
五
番
一
、

二
百
五
十
八
番
、

二
百
五
十
九
番

二
、
同
番
三
、

二
百
六
十
番
、

二
百
六
十
三
番
、

二
百
六
十
四
番
、

二
百
六
十
七
番
、

二
百
六
十
八
番
、

二
百
六
十
九
番

一
か
ら
同
番
三

ま
で
、
二
百
七

十
番
、
三
百
三

十
一
番
六
、
伊

奈
字
引
田
ノ
上

六
百
五
十
三
番

一
か
ら
同
番
三

ま
で
、
同
番
五
、

六
百
五
十
五
番
、

六
百
五
十
六
番
、

六
百
五
十
九
番

一
か
ら
同
番
三

ま
で
及
び
六
百

六
十
番
の
各
一

部

◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
六

十
九
条
及
び
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
八
百
五
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
辞
退
及
び
障
害
者
の
日

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規

則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
第
六
十
三
条
の
規
定

に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
六
十
九
条
並
び
に
指
定
自
立
支

援
医
療
機
関
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則

第
三
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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公

告

東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限

に
関
す
る
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
の
範
囲
の

変
更
に
つ
い
て

東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
条
例
第
六
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
条
例
別
表
第
三

三
十
七
及
び
四
十
の
項
並
び
に
別
表

第
五

八
の
項
の
区
域
欄
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
、
町
又
は
字
の
地

内
の
区
域
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
を
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
す
る
区
域

世
田
谷
区
南
烏
山
四
丁
目
及
び
南
烏
山
五

丁
目
の
各
地
内

二

変
更
年
月
日

令
和
三
年
六
月
十
八
日

三

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築

企
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
三
階
南

側
）

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
六
月
十
八
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

羽
村
市
羽
加
美
四
丁
目
千
百
八
十

五
番
一

練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十

六
番
十
一
号

一
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
口

忠
美

国
分
寺
市
東
戸
倉
一
丁
目
八
番
六

十
八
の
一
部
（
第
一
工
区
）

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

武
蔵
村
山
市
岸
一
丁
目
十
三
番
二

の
一
部
（
第
一
工
区
）

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

令
和
３
年
度
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
一
般
講
習

・
再
講
習
）
の
実
施
に
つ
い
て

火
災
予
防
条
例
（
昭
和
３７年

東
京
都
条
例
第
６５号

）
第
６２条

の
５

の
規
定
に
よ
る
火
災
予
防
施
行
規
程
（
昭
和
３７年

７
月
東
京
消
防
庁

告
示
第
１７号

）
第
１２条

第
１
項
に
定
め
る
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習

を
次
の
と
お
り
行
う
。

令
和
３
年
６
月
１８日

東
京
消
防
庁

消
防
総
監

清
水

洋
文

１
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
一
般
講
習
）

⑴
受
講
対
象
者

地
震
動
等
に
よ
り
作
動
す
る
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
石
油
燃
焼
設
備
若
し
く
は
器
具
の
設
置
工
事
又
は
修

理
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
者

⑵
講
習
の
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

ア
令
和
３
年
９
月
１
日
（
水
曜
日
）
及
び
同
月
２
日
（
木
曜

日
）両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

全
国
家
電
会
館

文
京
区
湯
島
三
丁
目
６
番
１
号

イ
令
和
３
年
１０月

２６日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
２７日

（
水
曜

日
）両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
八
王
子
研
修
セ
ン
タ
ー

八
王
子
市
石
川
町
７２８番

地
の
８

２
石
油
機
器
技
術
管
理
講
習
（
再
講
習
）

⑴
受
講
対
象
者

既
に
一
般
講
習
又
は
再
講
習
を
修
了
し
て
石
油
機
器
技
術
管

理
講
習
修
了
証
を
交
付
さ
れ
た
者
で
、
交
付
の
日
以
後
に
お
け

る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
な
い
も
の

⑵
講
習
の
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

ア
令
和
３
年
９
月
８
日
（
水
曜
日
）

午
前
９
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

全
国
家
電
会
館

文
京
区
湯
島
三
丁
目
６
番
１
号

イ
令
和
３
年
１０月

２８日
（
木
曜
日
）

午
前
９
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
八
王
子
研
修
セ
ン
タ
ー

八
王
子
市
石
川
町
７２８番

地
の
８

３
申
請
方
法

受
講
申
請
書
に
講
習
希
望
日
等
を
記
入
の
上
、
各
講
習
を
開
始

す
る
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
請
先
へ
郵
送
す
る
こ
と
。

４
講
習
の
実
施
機
関
及
び
申
請
先

一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会
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郵
便
番
号
１５０―００１１

渋
谷
区
東
二
丁
目
２４番

２
号

５
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会

電
話
０３（

３４９９）
２９２８

６
受
講
申
請
書
配
布
先

⑴
一
般
財
団
法
人
日
本
石
油
燃
焼
機
器
保
守
協
会

⑵
都
内
（
稲
城
市
及
び
島
し
ょ
地
域
を
除
く
。
）
の
各
消
防
署
、

消
防
分
署
及
び
消
防
出
張
所

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


